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報道関係各位 

東京都世田谷区太子堂 2-16-5 

株式会社 QLife（キューライフ） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

患者は経口抗凝固薬に対して「食べ物の制限が少ない」などの QOLを重視 

医療者による、治療選択肢の情報提供に大きな差 

～経口抗凝固薬に関する患者実態調査～ 

http://www.qlife.jp/square/feature/apoplexy/story34814.html 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

月 600万人が利用する日本最大級の病院検索サイト、医薬品検索サイト、医療情報サイトを運営

する総合医療メディア会社の株式会社 QLife（キューライフ／本社：東京都世田谷区、代表取締

役：山内善行）は、脳卒中、中でも心房細動による脳梗塞（心原性脳塞栓症）の予防の中心にある、

経口抗凝固療法の現状について、国立病院機構 九州医療センター 脳血管センター 脳血管内

科科長 矢坂正弘先生監修のもと、現在ワルファリンを服用している患者 60名と新規経口抗凝固

薬を服用している患者 60名の計 120名を対象にインターネット調査により意識調査を行った。 

 

同調査の結果概要は以下の通り。 

・約 3人に 1人が経口抗凝固薬を変更。変更した半数以上が満足している 

・経口抗凝固薬の選択で効果以外では、ＱＯＬが高まることを最も重視している 

・病気や薬の情報は「かかりつけの医師・薬剤師」からの情報を重視する 

・ワルファリン服用者の約半数が新しい治療選択肢に関する説明を受けていない 

・ワルファリン、新規経口抗凝固薬ともに 13.3％が薬を時々飲むことを忘れてしまう 

 

今回の調査を通して、経口抗凝固療法を行う患者は、経口抗凝固薬に対して、副作用や費用面よ

りも「食べ物の制限が少ない」などの QOLを重視していることが分かった。新規経口抗凝固薬につ

いて、薬価の高さに躊躇する患者が一部いるものの、「食事制限が無い」「血液検査が無い」など、

負担が軽減され、QOLを高められることは患者にとって大きなメリットとなっている。 

 

また、今回の調査では、医療者による情報提供の差も浮き彫りになった。他の治療選択肢の説明

について、ワルファリン服用者で約半数が「全く説明を受けなかった」という実態は、ワルファリンの

みが適応とされるケースがあることを加味しても、ワルファリンに慣れ親しんでいる医師が、新しい経

口抗凝固薬についての情報収集や患者への説明を十分行っていない可能性を示唆している。 

詳細な調査結果については、QLifeサイト内で掲載しており、ページ内では、調査報告書もダウン

ロードできる。 

http://www.qlife.jp/square/feature/apoplexy/story34814.html 
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■監修の国立病院機構 九州医療センター 脳血管センター 脳血管内科科長 矢坂正弘医師コ

メント 

「今回の調査で分かった重要なポイントは『患者さんは“かかりつけの医師”を情報源として極めて

重要視している』しかしながら、『ワルファリン療法中の方は、他の薬剤の説明を受けていない』とい

うことです。 

新規経口抗凝固薬は「管理が容易」「脳梗塞予防効果はワルファリンと同等かそれ以上」「大出血

発現率はワルファリンと同等かそれ以下」「頭蓋内出血がワルファリンと比較して激減する」というベ

ネフィットがありながらも、この事実が、十分に医師に伝わっておらず、その結果、患者さんへの説

明に繋がっていないのではないかと考えています。」 

 

詳細な調査結果ならびに調査報告書のダウンロードはこちらから 

http://www.qlife.jp/square/feature/apoplexy/story34814.html 
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■病気や薬の情報は「かかりつけの医師・薬剤師」からの情報を重視する 

 

【調査実施概要】  

(1) 調査対象：現在、経口抗凝固薬を服用している患者  

(2) 有効回収数：120人（ワルファリン服用者60名、新規経口抗凝固薬服用者60名）  

(3) 調査方法：インターネット調査 (4) 調査時期： 2013/4/8～2013/4/14 

──────────────────────────────────────── 

＜株式会社 QLifeの会社概要＞ 

会社名 ：株式会社 QLife（キューライフ） 

所在地 ：〒154-0004 東京都世田谷区太子堂 2-16-5 さいとうビル 4F 

代表者 ：代表取締役 山内善行 

設立日 ：2006年（平成 18年）11月 17日 

事業内容：健康・医療分野の広告メディア事業ならびにマーケティング事業 

企業理念：生活者と医療機関の距離を縮める 

サイト理念：感動をシェアしよう！ 

ＵＲＬ ： http://www.qlife.co.jp/ 

──────────────────────────────────────── 

本件に関するお問い合わせ先： 

株式会社 QLife  広報担当 田中 

TEL ： 03-5433-3161 ／ E-mail :  info@qlife.co.jp  


